
参考書誌研究・第14号（1977．3）

rク．ノレーープ1ヵヤと図書館事業』’

一一一一一一一@i　9207　30年代におけるソビエト図書館運動r

はじめ1こ

ノ 長島初穂（訳注）

『クループスカヤと図書館事業』0．S．チ箔バリアン著（訳）
ソビエト図書館事業の創始者

新しい社会の新しい図書館
ツビエト図書館の教育的役割
図書館事業の組織化の諸問題
単一制度としての図書館網’

世論の参加による図書館活動
クルー「プスカヤの図書館論と今日的課題

原注および訳注

参考文献

　はじめに

　ソ導の図書館学関係の文獣を見て，まず

驚かされるのぼ，、図書館とは何か，図書館員

’e　e＊どのような役割を担うものな㊧かとい

うようなきわめて総論的，原則論的なもの・

が多し．・ということである。勿論，そこには図

書館弓術論的なもの，具体的な社会学的調

査に庵とづく論文，又，情報化社会という

趨勢を反映して，・情報機関ζしての図書館

論もみ与れる。、しかしジ連では，アメリカ

流ρガグ鷲・ク雑書館学が主瀬我
国とは異って，執拗なま，でに，、しかもシニ

ヵ々な態度でなwc，このような図書館論

がくり返し語られているのである。それは

一体，何に基礎を置くのかという三口ら発

して，ソビエトの図書館をとらえる一助に

なればと考えて，ソビエト図書館学の基礎

を築いたとされているレーニン夫人のN．K．

クルー』プスカヤの図書館事業に関する論文幽

を翻訳，紹介し（みることになった。

　ナジ三一ジュダ6ユンスタンチノヴナ・

　クループスカヤ（1869年2月26日一1939年

　2月2日）はべテルブルグの進歩的インデ

　リゲンチャの家庭に生まれ，帝政ロシアに

おいて麟されていたナ・’ドテキや・L・

　トルストイ等め文化啓蒙運動の影響を受け

て，教師となった。1890年忌に入り勢を増

　して来た革命的学生運動に加わり，「マルキ

ストとレての三三形成を行った。1891年か

ら1896年，ペテルブ！vグのスモレンスキー．

’夜間日曜学校で，勤労大衆を相手に，・一般、．

教育と共に，政治啓蒙活動を行っていた

が，革命運動の昂揚の中で，その弾圧に乗

り出した皇帝政府によって逮捕され1896年

～1901年，シベリアで流刑生活をレーニン

と共に送った。1901～1917年にかけては，

1905年革命の頃，一時帰国したのを除き，

ミュンヘン，パリ，ジュネ一一．ブ等で亡命生

活を送っている．ζの期間tlC，西欧米国

等の教育学1教育事情を研究し，．1915年に

は亡命先のジュネーブで，主著「国民教育

と民主主義」を著わし，マルクス主義教育．

．学を理論化した。1917年t7t，2月革命tieよっ
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て，専制支配が崩壊して後，ロシアに帰国

し7．ここから，革命前の理論的，’ ﾀ践的経
験をふまえて，文化・教育分野の指導者と

しての生活に入って行く。十月革命前は1

ペトログラードのヴィボルグ地区議会の代

議員となり，文化・教育部を指導し，十月

革命によって，ソどエト政権が樹立された

後は，教育人民委員部に属し，その翌18年

にばジ人民委員会議の校外教育部門を担当

しセ，ヒこに訳出した論文にもあるよう

に，図書館活動も含めた，文化啓蒙の分野

で，指導者としての活動を忌忌してい6

た。　　　tt　　　｝「『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　戦争の荒廃の中で樹立され，1920年ま

でゼ反ソ勢力との国内戦を闘ったソビエト

政権の1920年代，30年代には，多くの課題

があった。、その一つはs’r共産主義一それ’

はソビエト政権と電化である」との標語に

象徴されるような，経i済復興，農業国から

工業国への転換ぞあった。工業は戦前の

1／7，農…業は1／2と低落した中で，経済復興　’

をなしとげるためには，一時的に私的所有

を認め，資本主義を許容するという新経済

政策を1921年より施行せざるを得なくなっ

た。とれにより，経済は立ち直りを見せて

いったものの，思想，教育面でのブルジョtt「

アイデオロギーの復興という問題が出現し

驚。教育人民委員部に，政治教育総局が拶　’

・21年に設躍されたことも，こうした事情と

無関係でない。レーニンの死（1924年）後，

遅れた農業国であるロシブの社会主義建設

は，ヨLpッパの先進国の革命によって支’

えられない限りは成功しないとされていた

ものが，スターリンの登場により，一国社

会主義論として打ち出され，、産業g）復興，

重工業化，農村における集団洋鵡が，第一・

次五’il年計画（1927－32年），第二次五ヵ年

計画（1933：36年）として強硬に施行され

ていった6クループろカヤの活動した時期

は，こうしたきわめて波乱に富んだ時；期で

あ？た。

　ソビエト政権にとってのもう一一つの重要

課題は，いかにして勤労大衆の教育・文化

水準，科学・技術水準をひき上げ，社会主

義建設の強力な担い手を作り出すかという

ことであった。それはまず，専制政治の下，

で放置されていた交盲（19世紀末，ロシア

全体では73％が文盲であり，1926年の国勢

調査では4gi　9％）の全国的清算運動の着手

であり，又普通義務教育の完全な実施，成

人に対する：文化・啓蒙教育の展開であった。

クループスカヤが，、大衆図書館活動，農村

図書館活動に力を注いだことには，『このよ

うな時代的背景があった。

　ところで，クループスカヤはソビエト図

書館学の創始者とされているが，彼女り図

書館事業たついての論文集から受ける印象

では，体系だったものというよ窮現実の

課題に則した生きた記録としての性格が強

い。しかしその中でも特徴的なこととして，

ここに訳出した論文が指摘しているのは，

図書館と図書館員の果す教育的機能が，社

会主義建設運動の重要ts一一一要素として明確

に規定されていること，単一の図書館網の

設定の必要性ど方法が述べられているこ

と，積極的な図書館事業の推進のために，住

民自身の参加が要請されていること等であ

る。が，これらのうちでも，第一の教育的

機能が最も重要な原則として強調されてい

る。権力の獲得のための闘いの中で，叉，

クループスカヤの活躍した時代的な背景の

中では，それは新しい原則であったといえ

よう。しかし，革命後半世紀を経た今日，

いまなお原則として主張され続けているこ

との意味を，訳者としては考え込んでしま，

うものがあった。又，こう’した原則の上で・
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の住民の参加とは，上からの統制としてで

なく’，　「下からの統制」として，どのよう

に生きたものとして保障さ漉うるのか等に

ついては，この論文の訳出によっても，明

らかにできなかったことは，遺憾なことで

あったb

　なお，訳出した論文「クループスカヤ’と

首書館事業」は，1969年“ビブリオテーカ

リ”（図書館員）誌2号（クルyプスカ当量

、輝10g周年記念号1に掲載されたものであ

る。O．　S．．チュバリアンは，当時のレーニン

名称国立図書館副館長であり，’ツビエトの

代表的図書館雑誌「ソビエ』ト図書館学」の

編集長）51　1’964年から74年にかけて勤めた，・

ソぜ午ト図書館学の代表者の一人である。

一クルーープスカヤと

　　　　　　　図書館事業一

0．S．チユノミリアン

ソビエト図書館事業の創始者

　『十月社会主義革命直門の20年間における

ソ連邦の図書館事業φ発展は，共産党およ

び，ソビエト国家の優れた活動家であった

ナジ並一ジュタ㌦コンスタンチノヴナ・ク

ループスカヤの名と切り離すことはできな

い。1917年から1939年にかけて，彼女は，

はじめは人民委員会議の校外教育の政府委

員として，次いで，中央政治教育局長とし
訳注①
．て，’さらには，・ロシア共和国の教育人民委

’底部の次官として，わが国における図書館
　訳注②
活動も含めた，あちゆる文化・啓蒙活動の

先頭に立ち，組織活動，および理論活動に

大きな働きをした。

　ソビエトの図書館政策が，新しい社会的

条件の下で形成され，実施されていったこ

の20年間は，図書館事業の歴史において，
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非常に重要な時；期であった。ソビエト政権

のきわめて初期に，V．1．レー．ニンは，社会，・

主義社会における図書館事業建設の根本的r

に新しい綱領を立案した。　（《ペトログラ

ードの公衆図書館の任務について》，《教
　　　　　　　　　　　　　　　訳注③『
育人民委員会へ》，《教育人民委員部の活
　　　　　訳注④
動について》等々）。・1920年11月に《ロシ
　　　　訳注⑤　訳注⑥
ア共和国における図書館事業の中央集権化

について》という人民委員会議の法令が発
　　　訳注⑦
布された。この法令は，N．K．クループス

カヤによ？て準備され，レー「ニンの直接的

な協力を得て，レーニシの署名も付されて

いる。ソ連共産党中央委員会は，《農村の

図書館，及び，．図書館が供給する大衆的文

献について》（1925年），《読者大衆への図

書サ‘一ビスについて》（1928年），《図書館

活動の改善につしξ》（1929年），＾《自己教

育活動の改善について》（1933年）等々の

決議を採択した。ナジュLジュダ・コンス

タンチノヴナが準備に加わった中央執行委

員会の決議《ソ連邦における図書館事業tlこ・

っL’ ?F・1934年螺択され（V・る・

　N・K．クループスカヤには，図書：館事業

に関するレーニンの遺訓や，党の指令を，・

具体的に実践する活動の組織者として，功

績が多い。彼女は，「その著作や発言の中

で，図書館政策の本質を明’らかにした。ま

た，ソドエトの躍書館を，社会主義型の図

書館として特徴づけている重要な原則的立

場や，文化革命という条件下での県体的な

図書館事業の組織形態などを追求し，根拠

つげためである。さらにi幾百万の国民に

対する図書サービスの豊富な経験を一般化

・している。

　クループスカヤは，（組織者として，あ

るいは，講演者として）初期め国民教育，

校外教育，政治啓蒙活動等に関する会議の

準備と実施に，積極的に関わっていた。ナ



　ジェージュダ・irンスタンチノヴナの発議

　と，参加に「より，ソ連の図書館史に聴いて

　画期的なできごとである1924年の第一回全

　’ロシア図書館大会が，・召集された。彼女の・

　　　　　　　　　　　　　　　訳注⑨
　直接的参加の下ンと，図書館の強化を目指す

　大衆的社会運動が開始された。図書館事業

　の発展の上で，重要な道標となグζいるの

　は，N．K．クループスカヤによって準備さ，

　れた「図書館学および書誌学の理論的諸問

’題に関する全7連邦協議会」である。ここ

　で，彼女は《図書館事業に関するレーニン

　．の指令を遂行しよう》という基調報告を行

　6ている。ナジx．一一／“aダ・コンスタンチ
　　　訳注⑩
　・ノヴナは，，図書館員教育が・専門的図書館

　員育成の最も重要な基盤であるとして，図．

　書館員教育ゐ組織化，設置構想に，，非常な

　力を準いだげクループスカヤは，その晩年．

　，に至ってもきわめてはりつめた活動の日々

　を送っていた。その最期の数ヵ月に，雑誌

《赤咽舗暴瀞刊15畔を記念する図
　書館活動家協議会での講演，＜コンソモー

　リスカヤヴラウダ〉細こ寄稿されたM・　E・・．

　サルテ，iコフ・シードリン名称国立公共図

　書館125周年の記念記事の執筆，シニγグ
　　　　　　　　　　　　　　訳注⑫
　ラード図書館高等専門学校における学生と、

　の会誠第三嫁国民経済馬弓準ヵ年計画の

　検討，党上級学校におけるくプ仁パガンデ

　ィストおよびアジテーターどしてのレ一門

　ン〉と題する講演等を行らている。

新しい社会の新しい図書館

　N．K．1クループズカヤの指導によって，

わが国では，『〈新しいタイプの図書館の設

立〉という大事業が遂行された。彼女は次

’の様に述べている。《我々は，本質的に全・

く既存のもopとは異なるタイプの我々の図

書館を建設し，より実際的な，我々の社会

主義体制にふさわしい新しい体系を採用し

　・て行かなくてはならない》注（1）。このよう

　　にしてナジェージュダ・コンスタンチノヴ

　　ナは，十月社会主義革命の勝利，および労

　働者の生活と活動の条件の根底的な変化に

　　よってうソビニト国家の発展と，その政治

　的・経済的・文化的課題と緊密な関わりを

　持つセいる図書館というものへの新しい社

　　会的要請が生まれ七八kことを強調レたの

　　である。

　　N．K．クループス．カヤは，社会主義社会

　　の大衆図書館の特性，課題を規定した。《わ

　，がソビエトの大衆図書館はジ面心的機関に

　なることはありえな塗し，なってはならな

　．い。それは生き生きとした文化の中心でな

　　くてはならない。そのためには，図書館員

　　には，大衆に近づき，大衆と共に学び，大’

　　衆の要求を知る能力，、さらに，大衆の関心

　　に一定の方向づけを与え，読者の自発性を

　　呼び醒まし，彼等の間で指導印活動を行う

　　能力が要求される》と，彼女は書いてい

　　る注（2）。　　．

　　　NK．クループスカヤは」V．1．レーニン

　　の見解，および党の指令にもとづいて，ソ．

　　ビエ1トの図書館がブルジ．ヨアジーの図書館

　　と根本的に異なる点は，図書館活動の上で

　t．yの，思想的内容にあるということを強調し

　　て，《図書館を一最：も小さな図書館をも

　　一社会主義建設事業に力を点す，イデオ

　・ロギーの中軸に転化させなけれぽならな

　　い。図書館を単に読者と結びつけるのみで

　　なく，文化・党・経済・労働組合等のあら

　　ゆる組織と緊密に結びつける必要が115る》

　　注（3）と述べている。正にこうした要請㊧．、

　　うちに，ソビエトの図書館政策の核心，社

　　会における図書館の役割に対’する根本的に

　　新しい視点，社会主義文化の本質的部分と

　　しての図書館事業を発展させる具体的な活

　　動：方針があるといえよう。
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　《図書館をイデオロギーの中心機関に転

化させる》という課題を実践的に解決する

ためには，大規模な組織活動を行うこと，

きわめて合理的な方法を探求することが必

要とされたのである。この際，無視できな

いことは，ソビ出トの図書館の形成が，’図

書館の本質や機能に関するブルジ。ア民主

主義的な見解とLlう過去の残品との闘いを

通じて行われたということである。（例え．

『属図書館の階級急熱割への無理解との闘

い，図書館の活動を党の政策と結びつける

ことに反対する見解との闘い，ll等々）。　こ

うした見解を克服するために，クルごプス

カヤは綿密な，徹底的な分析をもとにし

て，社会主義社会の図書館としてのソビエ

トの図書館活動の基本的特質，および方法

を精細に示したのである。

ソビエト図書館の教育的役割

　N。K．クループズカヤは，・積極的な教育tt

課程として，ソビエト図書館の活動をとら

えていお。《ヴラジーミル・イリイチ・レ

ーニンはある時，我々が直面し℃いる課題、

は，大衆を，革命的世界認識に向け，又，「

革命的活動に向けて不断に育成することで

ある，・と語った。’ }書館員は，革命的世界

観が広範な大衆の間に形成されるよう，・あ

らゆる援助をしなけPtばならない》注（4）

e書いている・ナジ・一ジ・ダ・・墜タ，

・γチノヴナは，図書館の主要な目的とは，

労働者の共産主義教育を援助することであ

り，彼らを，科学および：文化の業績に関わ

．らせることにあるとした。図書館の思想教

育活動に関する諸問題を提起し，解決す為

にあた6て，彼女はマルキストの教育学者

として臨み，・図書の宣伝・普及活動の内に

は，油衆り教育・啓蒙の強力な源泉となり

うる可能性があるとして，この活動に大き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・一　5

な価値を認めた。

　レーニンの遺産，，および党の文書には，・

シビエト図書館の重要な特性として，図書

・館のあらゆる活動は，国の経済的，政治

的，文化的な課題に従属するものである；

と記されている。N．Kクループスカ予の

具体的な助言には，図書館の諸活動を，人

々の生活と，共産主義建設の実践と，人民

大衆の興味や関心とに結びつけ．る方法が示

されている。こうしたことを彼女は，図書

の宣伝・普及活動，読者への推薦図書の選

択等の思想的内容を判定する手がかりと

し，又，図書館が有効に機能しているか否

かを評価ずる基準としていたのである。

　N．K．クループスカヤの功績の一つとし『

て挙げられることに，図書館活動を，教育．

課程としている活動，即ち，読書指導とい

う重要な問題を提起し，究明した「というこ

とが昂る。．彼女は，読書指導とは，《読者

を遠ざけてしまうような配慮としてではな

㍉巧みなアプロ7・チとして》の図書ゐプ

ロパガンダであるとした。とうした読書指

導にこそ，読書の内容および性格に対し

て，目的にかなった作用を与えるとい5一図’

書館の教育的過程があると見なしている。

《図書館とは，最良のかつ必要な図書を，

広範な大衆に供給する組織者であり，読者

が必要な図書を選択する場合の助け手であ．

り，系統的な読書に関する助言者である》

tii（5），とナジェ「ジュダ・’・ンスタンチノ

ヴナは書いている。つまり，ソビエトの読

書人の形成，・部運び；書物という宝の人民

による効果的利用ということについて，指

導的役割を演ずるのが図書館であるという

ことになるのである6彼女のこの命題の重

要陸嫡，実践によっ：（証明さke“（一いる。．・例

えば，最新の社会学的調査によると，現在

では，読者の図書に対する請求の内，6dL、



65％までもが，図書館員Q推薦や，参考書

誌的情報源（目録，図書の展示会，’書誌的

照会，索引，抄録等）をもとにした図書館

の直接的な影響によって生じてきていると

されている。今後さらに，共産主義建設の、

進展と労働者の精神的要求の向上によっ

て，図書館のこの役割が，ますます増大し

ていくだろうととは疑うべくもない。

　図書館活動の教育原理の創造という観点・

からいって，N．．K．クル‘プスカヤの，図

書の宣伝・普及活動および読書指導には総

合教育法的特質があると：いう見解は重要で
　　　訳注⑱
ある。たとえ職業教育であろうとも《労働

者に，『その労働者が働いている産業全体に

関する知識をさずけなけれぽならないし，

その産業の世界市場における役割をも，完

全に教えなけれぽならない。又，労働者の．

専門分野乞科学の光にあて，この生徒

、に，物理，化学，自然科学一般を教え，そ

の生産部門め歴史を，労働の歴史，文化

寒と結びつけて語ってやる必要がある。

さらに，’ ｱの時代を，経済的・政治的側面

からも明らかにしなければならない……》

と彼女は考えていた。《一言で云えば，職

業教育とは，純技術的技能と共に，広い視

’野と，産業の発達条件に関する知識をさず

けるものでなければならない。それは，隼

活の主人公であ’閨C社会的富の創造者であ

る労働者にとって不可欠なものなのであ

’る。しかし，企業の側からは，このよう．な

ことは，賃労働者にとって，およそ不要な

ものセあると，かつてはみなされていたの・

である》臨く6）。

　ソビエトの図書館には，’図書の宣伝・普

及活動および読書指導というきわめて貴重

な経験が蓄積されて来た。つまりソビゴト

の図書館は，読者に思想教育を行い，．唯物

論的世界観をさずけること，総合技術教

　育を行うこと，労働者に専門的知識と，先
　訳注⑭
　進的な生産経験を与えること，等の役割を

　になってきた。N．K．クループスカヤの遺

　、産の内には，図書館活動の内容や方法に関

　する上記のような有益な具体的な助言や見

　解を数多くみるζ．≧ができるが，．その内で

　’も，V．1．レーニンの著作に関する作業につ

　　いて，図書館員に，とりわけ貴重な助言を’

　与えているσところで図書館活動の様々な一

　任務を，彼女は決して個々バラバラのもの

　　と考えていたのではない。図書の宣伝・普一

　及活動や読書指導の過程において，種々の

　学問分野間にある有機的な関連性を明らか

　　にする必要性を強調したのである。ζのよ

　　うな図書館の宣伝・普及活動に対する態度

　　は，社会主義社会における個人の全面的発

　咀達を重視している党の立場から生じて来て

　　いるものでもあり，系統的な自己教育的読
　　　　　　　　　　　　　　　　訳注『⑮
　書というものにふさわしいものであるとい

　　える6

　　N．K．クループスカヤは，図書館とは，

　　自己教育を援助する諸活動，？まり，きわ

　　めて大衆的な型態の人民の教育を，労働者一

　　の間に繰り広げるための素地，として訴え

　　ていた1彼女は，《直なくして，又，それ

　　を利用できる可能性なくしては，自己教育

　　活動は，発展しえない。図書館事業の発展：

　　は，自己教育活動が大衆的な規模で発展し

　　てゆくための，不可欠な前提である。それ

　』故に，自己教育活動が，図書館の活動と密

　接に関わるようになり，図書館の下に，自

　　己教育の広範な指導活動が行われるように

　　なるだろうと考えられるのである》注（7）。

　　　現代的課題でもあるということから，注

　　目に値するのは，ナジェージュダ・コンス

　　タソチノヴナが，新刊紹介書誌の役割に関

　　心を向けていたということである。彼女

　　は，これをその時代の文献に読者や図書館

6一



　員を近づけ：るた嶺の特別な参考書として見

　ていただけでなく，図書の宣伝・普及活動，

読響門門ソビエト読書界の形成，のため

　の重要な方法とも考えていたのである。

　　．クループスカヤは，読者への個別的働き

　かけが，個々の読者の興味や要求を考慮し

　ながら，’その二二に必要な本を効果的，、か

　つ積極的に勧めるζとを可能にするもので

　あるところがら，これにとりわけ夫きな意

　義を認めている。それと同時に，ナジ土一

　ジュダ・コンスタンチノヴナは，図書の大

　衆的宣伝・普及活動は図書の紹介，推薦と

　いう役割も引受けなけれぽならないと考え

　牟。それによって，読書の内容や本の選択

　に対しズ影響を与えると同時に，様々な集

　団に属する人々の関心を，現代の現実的諸

　問題に向けることができるし，読者に良書

　に関する清報を活発に提供することができ

　’るとしたのである。、．

　　図書館の思想教育活動は，その図書館Cl）

　活動地域の全住民を対象として展開されな

　くてはならない，・というクル』プスカヤに

　よって提起された命題には，・深い意義があ

一　5．e’《我タの目の前には，読者に奉仕する

　だけではなしに，1全住民に奉仕するという

　課題がある。これは何を意味するのだろう

・か？これは，即ち，・個々の図書＝館員の関心

　が，すでに図書館た通らて来ている人々に

対してのみでなく，図書館に登録もしてい

　なけれ1ま，訪れても来ない人々を，どのよ，

　うにして図書館にひきつけるか，・というこ

　とにも向けられなければならないというこ

　とである》注（9）と，彼女は書いている。こ

　め命題は，35年前匠述べられたものではあ

　るが，いま澤にその意義を喪失していな

い。図書館がその勢力を拡大して行ってい

　るのは，その活動が《図書館という建物》

　の枠内に閉じこもることなく，全住民の間’

た，全産業組織の間に，広がっていってい一、

るからである。

　図書館事業の組織化の諸問題

　ソ連国民に対する図書館サービス制度の

形成においても，N．　K．クループスカヤは

．非常な貢献をしている。

　十月革命の勝利後，即ち，三三という宝

が人民の共有財産となった時に，まず第一

に砂面に出てきため嶋図書館建設の組織

問題であった6《書物が，数万人の人々に

読まれていた頃は，図書を読者に提供する

ことは，比較的に容易なことであった6し

・かし・数千万もの人々が本を読む時代とな

ってをむ図書を提督するために，適切な組

織花を行うことカ・，腰なご蛇卵ってく

．る1》注（9）・とナジェージュダ・コンスタ

ンチノヴナ嫡書いている。ことには，鋼書

を扱う活動の内容や課題，目的と密撲な結

ゲづきのある組織問題の意義への，レー二

γ主義的理解をみるごとができる’。

　・N．K：．クループスカヤは，・図書館事業の・

組織化の基本構想作りにも努めた。《様々

、なタイプの図書館から成る網の目がはりめ

ぐらされて，全住民に対して必要な本を提

供し，増大のL途をたどる大衆の知識に対

する要求を充たし，図書館活動の範囲を押

し広げて，人々の要求に応えてゆく，その

よう姻書覇業力・ゾ昨ト国家に坐礁

てられなければならない。一こうし’ ｽこと
が，レーニンの遺訓である》注（10）と述べ

ている。，

　ナジェージュダ．・ごンスタンチノヴナ

は，図書西浜の拡大にぢ力を注いだ。図書

館事業の組織化は，国家的な大課題であ

り，こめ課題がうまく解決されれば，：文化：革

命の一？の重要な前提が創られることたな

ろうと・クループスカヤは述べている。こ
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れに関連して，回れておきたいのは，図書

館問題に関する，鏡い根源酌な発言をN．K．

クループスカヤが党中央出版物において，し

ていることである。’ 痰ｦば《図書をコルホ

ーズに》《知識，科学を日常生活の構成分

子に転化させよう》《社会主義建設の重要

部門》《第17回党素謡に向けての図書館活、’

動》《図書館が必要である》等々の論寒を

発表している．彼女は，そa著作活動，幽お・

よび組織者としてゐ活動において，図書館

建設め，あらゆる問題に関心を寄せ七い

た。なかでも1大衆図書館の肇展と強化・v

農村住民を対象とした図書館サービス活動

ゐ組織化，青少年に対する函書館活動，等

の諸問題に，、特別の注意を向げてV）る。

　ナジェーニジュダ・コンスタ’ン．チノ・ヴナ

は，常に大衆図書館の指導的役割を強調し

ていた。というのは，大衆図書館は，国内

ゆ毒ちこちにあって，住民に近い存在であ

ったからである。大衆図書館網を優先的に

’発展・増強させるという路線が，いかセζ正

当なものであったかは，実証ずみのごとと

いえよう．現G，大衆図書館磁は・約13

・万に碓し，．漣轍化や大衆図書館だ

けをとってみても，利用老の数は6千500

万に達している。’ @　　　．　1　・

　N．K．クループスカヤは，、農村の罫書館、

サービスの組織化を重視して．いた。彼女

議論一図舗の発展が・都市と農村の降

差を解消し，’農民大衆ig，・積極的な政治・』ト

経済，二化生活に向かわせる一つの重要な

条件となると考えていた。二「

　ソビエト政権ρ継紙こジナジェージュダ

ξユソスタンチノヴナは，農村図書室網の，
　　、　　　　　　　　　　　　　　　　訳注⑯
発展に力を尽してい為。’tれは・果村にお

ける総合的な文化9教育機関であって，農

民を書物に親しませる施策がはじめてブζ

の機関によ6てとられたのである。その

後，．物質的基盤め拡大に応じて，農村に

は，常設の農村図書館網が形成されていっ

た．ρまり，これが，コルホニズee民に

対する図書サービスの主導的立場を占める

ことになったのである。農村の図書館が，・

広大な地域に創られぐにしても，住民地区

　（小さい電のでは部落のようなものからコ

サ歩クの大村1こいたるまでの）セとおいて設

立されるにしても，この事業ば，多くの困

難をともなっていた。農村図書館網の強化

に向けられたクループスカヤの努力によっ

て，これらの困難は克賑され，農村の文化！

的発展という課題が解決されていった。図

書館事業り普遍的原則，’ g織化の野駆に取

組みながらも，彼女は，農村図書館の建設

と機構，農村図書館の任務の特殊性，読書

にコルホ」ズ員を引きつける方法・農村に

おける必須図書の性格等についても，幾多

の方法論的，具体的助言を行ったのであ

る。

　N．K．クループスカヤは，ノ児童に対する

’図書館サービスの組織化に特別な関心をは

・らった6ナジェージュダ。コンスタンチノ

ヴナは，児童への読書指導という方法によ

って，青少年の共産主義教育とい5普遍的

課題を解く《教師の役割を担う機関》とし

，て，・あらゆる種類の児童図書館を悶えてい

た。これに加えて，彼女は，学校と図書館

の緊密な協力が不可欠であるとし，この両

者の理想的な結合三態を示唆している。

’マルクス主義教育学者として，N．K．ク

ループスカヤは，卑童への読書指導およ

び，年齢的特性に応じた児童への個別的接

近等の基本的原則を究明しi児童に対する

図書館サービスの方法論を，一あらゆる側面

から研究した。ソ連邦のいたる所に支部を

持つ青少年に対する図書サーどス体制が設、

立された（現在では独立レた児童図書館だ
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けでも5千を上まわる）ことについても，

ナジェー一一・ジュダ・コンスタンチノヴナの功

績は大きい。

pa一・一一制度としての図書館網

　レーニンの遺訓によって，クループスカ

ヤは，図書館網とは1，単」一制度でなけれぽ

ならないとみなしていた。また，この単一

性は，個々の図書館のタイプや，その所属

官庁の相違にかかわらず，何よ’りもまず，、

あらゆる図書館の目的が共通していること』』

によって明かであると，強調している。つ

まり，大衆図書館と学術図書館の相違，そ

れらの類i摯的特殊性を認あながらも，すべ

ての図書館が，・人民の共産主義教育に努

あ，書物という財産を，’ ､産主義建設のた

めに用いている，、と㊧前提に立脚していた

のである。

　．あらゆるタイプの図書館網が，急速に発

展してゆくという事情の中にあって，図書！

館制度の単一化という理念を実現するに

ttは，組織上の諸問題が，とりわけ重大な意・

義を持っていたのであるσ・ここに7・．N．K，

クルrプスカヤが展開した三つの命題を抜

’き出してみよう。』1）所轄官庁によるLitグ

焔ナ、12：ズムリ排除，瓢び・勝的襯・

模に塾馬騨館のフ艀風湿相互
利用するための組織化，2）全国民，全州

・業団体に対してゴよ，lj完全な図書館サ・一ビ

1ズを与えることを目的とし，図書館の所属

、官庁の》かんにかかわりなぐ，図書館を国

内に計画的に配置すること・3）「国民に対

’する図書館サ▽ビスの統一計画の作成，お

よび，学術図書館と大衆図書館間の緊密な

相互援助。これらの命題を実現するには？

パラレリズム（諸機関の間における業務の

重：複，不合理な機能分担一訳者注）を斥けな

ければならなかったし，単一のシビエト図

書館システムを創り出すことに関して，あ

らゆる官庁，組織の整然たる足並みの揃っ

た活動が行われなければならなかったので．

ある。、しかしながら，現在ζめ事業はかな

りの成果をあげているとはいえ；官庁のセ

クショナリズムという残煙が，完全には一

掃されていない。いまもって，そこごこ

に1，図書館の配置，蔵書（の質，構i想）に

関してパラレリズムがみられたり，図書館

間相互貸借制度にもとつく図書の貸出し
　　　　　訳注⑰
、が，ある特定種の図書館の間でのみ行なわ

れている，等々のことがみうけちれる。

　図書館事業を中央集権的な，全国的な指圏

導の下に置くという理念を，クループスカ

ヤはかかげ，それを発展させた。この実現

．こそ，あらゆる図書館を単「組織に組み入

れ，個ft　op図書館の活動を経済’・文化建談1

という共通課題に向ける重要な必要条件で

あると，彼女は考えてし｝たのである。律女

の参加によって，図書館事業の国家的指導ゼ

統制という任務が，次のようなものとして，

形成されていった。、、1）図書館の全国的ネ

層ットワークに対する直接的な指導と統制，

2）図書館の析属を問わず，あらゆる図書

館の活動に対する国家的統制・管理，・3）

す飛ての官庁および組織によって実施され

ている図書館活動を調整し，組織的なつな

冠りの中に組み込むこと。現在では，これ

らの任務を，ソ連邦文化省及びその諸機関

が遂行している。

　　　　　　　⊂量

　世論の参加による図書館活動

　図書館事業の全国的指導を行う上での，

一重要課題とは，勤労者の大衆組織も含ん

だ広範な社会層を，図書館を強化し，’図書

館活動を発展させる作業に引き入れること

ﾅある，とナジェージュダ・コンスタンチ

ノヴナは考えていた。彼女は，わが国で

9



　は，図書館建設に世論169参回することは，

　国家によって支持され，奨励され，方向づ．

　けられていて，これはまた，ソビエト国民

　に対する図書サ・一一　tfスの組織化の重要原則

　の」つともなっている，，ということを強調

　している。

　　N．K．クループスカヤは，かゲζ，女盲

撲滅のために世論を動員する上で重要な役

割を果した文盲清算運動（クリトパホ〆ド）

　　　　　　　　　　訳注⑱
　の首唱者，組織者として活動した。この運

動の後に，図書館闘争（1929年）が，さらに）’

　より優れた農村図書館をめ警警1争（1935

年）が農時された。図書館事業の例解に世
訳注⑳
論が参加するというこの運動形態は，きわ’

めて意義深いものであ．り，時の試奉東に耐え

　て，今目に至？ても，活発に実践されてい

　る。これを野景するものとして，ナ月革

命50周年を記念する全ソ連邦図書館公開審

査塗挙げることができよう。これには約30・

’万の図書館が参加し，各共和国，’州，地

区，都市，農村の国民に対するより高度な

図書サービスを目指すまこうかたなき競争

　となったのである。現在，図書館事業のさ

らなる向上を自学とした新しい競争渉，

VlI・レ山山・　＝『ン生誕100年を記念1して展開さ

れている。・

　なお，ナジェージュダ．eコンスタンチノ

『ヴナの，世論を図書館事業に参加させる方

式についての他の助言も，今日なおその生

．命力を保rsr（いる。たとえば図書館が国

民の前に，定期的に報告書を提出するこ’と

であり，《大衆を図書館事業の強化と向上’

．の活動に引き酒池る》注（11）こ、とを目的と．

して召集される図書館会議であ為。図書館

の行う文化・啓蒙活動に積極的に参加する

よう，．インテリゲンチャ，とpわけ農村の

．インテリに，何度も呼びカ・けを行ったが，

これも実際的な効果をあげたのである。

クループスカヤの図書館論と

今日的課題

　N．K．クルLプスカヤの多くの発言は，

例えば国民に対する図書館サービスの中央

集権化の問題の様に，今日においても，毬

めて現実的な問題に向けられていた。彼女

は《大学図書館も，他の学術・専門図書館

も》含めて《どの都市においても，すべて

の図書館は・「？の共通嘔・・ワークに

結びつけられていなければならない》と主

張した．・さらに・サービスの中央集権化を

現わす指標として，体系的・中央集権的な

蔵書構成汚動総合目録の国語《読者が

必要な図書を任意の図書館を通じて得るこ

とのできる》注（12）可能性の創出，等を指

摘している。彼女の存命中にも，こうした

企図を実現するいくつかの試みがなされて

いる。　（例えば，30年代のはじめにアレホ

ーヴァ・ズゥエヴオ市において，図書サー，

ビスの支部シス房ムの設立が企てられた。）

　　　　　　　　　　　　　　　　訳注⑳
しかし，当時はまだ，．企画段階で意図され

ていたよう．な，この革新的な意図を全面的

に実現さぜうる組織的・物的条件が整って

いなかったのである。図書館建設，および

図書館網の強化がなしとげられた現在，図

書館サービスリ集中化という企図（図書館

網組織の支部システム）を1現代的課題に

応じて実現するためQ必須条件は，もはや

揃っていると考えられる。

　N．K．クループズカヤの図書館事業の発

展への貢献は，ソビエト政権の初期20年間

という歴史的側面に限られるものでない。．

彼女の実践活動の経験，理論的遺産は，今

日に至るまでもその意義を喪失することな’

く，’ソ連邦における図書館建設の幾多Q今

日的問題の解決を助けているのである。

（小見出しは訳解による）
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；

　　　　原注・

　　　．（1田・K・．Kpyn・鵬06・・6・va・TeqH・M　A・・9・、

　　　　．C60PHvalf，（N．　K．クルTプ．スカヤ，．．図書館事．

　　　　業について，論文集）。MOCKBa，1957，’CTP．

　　　　91（訳注⑩参照）。なお，．．以下の引用はす縛

　　　　．てζρ論嫉か励づ規のであり論文
　　　　又は，‘講演の標題とページてCTP．）．のみを示

　　　　す。（なおゴこれらがはじめて掲載された新

　　　　聞，’雑誌なども付記する）。

　　　1（2）　Ba丑田H童yqacToK　．coqnanzcTzgecKofi．　cT・．

　　曳
　　　　pothKva．．（社会車義建設Q重要な領域？　C6．，・

　　　　．cTp．310．（“llpaBAa”紙1933年11月6日号）

　　　（3）Ilo　［eHHHCKOMy．HyTH．（レ一三シの路をた

　　　　どって）C6．，　cdip．103r（‘‘19paCHNti　6z6nMO－

　　　　TeKap阜’，．．cc赤い図書館員’1誌，・．　193S年No．．1，

　　　　cTp．　8－！0）　’

　　　④　KpaeBelleHvae　va　6ta6avaOTeKa．（地誌学と図

　　　　書館）．C6…Tp・393・394“Kpa・圃6ゆ・・一．

　　　　TeKapb”　1926tEP，　No．　12，　cTP．．3－14）’　．

　　　’（5）　O　3alzarlax　BcecQroBH’oro　’rcoHKypca　Ha　［Y一

　　　　．q皿YIO　ce・■BCKylO　6Z6hnoTeKy．．（よりよい農村

　　　　、函書鯨を目指す全ソ的競争の課題について）1

　　　　，C6．一，　cTp・　？37｛（‘「peB・・瓢…晦・Ha4・l

　　　　Ho．c’vas’「（‘1革命と民族”誌1935年No．11，　cTp．

　　　　12－14．）．　・，． 一　，　．　・’@一 C．

@．1

　　　i（6）　BHemKgAbHbe　06p4soBa，uxg　B，　HopoM　．gT－

　　　　1加6∴（新体制下での校外教育）．C6．，　CTP，’113

　　　、．．で二品・・e：即ρr・e平・H・・e’」（国民教育）．誌

tl． D∫鱒年・駒4－5・・ρ・耳．74776＞

　　　．．（111．．恥・・c・・y蜘圏三島・・…P購6・ゆ

　　　　．・τ今坤詑1Φ⑳註町（教育人民委鼻部¢1改編と隅．

　　　謙鱗撫瓢腎鶴野
　　　・（8）　’．？9・・．．・・．．KY・・興・蜘・H晦r・一瞬．

　　　　H立Q6naCTHHMH．宜KP負eBHMH．．6耳6」誼。ΦeKa童耳　．

　　　　Vi　6116・z・T・・興：頭・麟・・P・B　06・OHO・．（州・

　　　　地方繁昌館長　および州国民教育局図書館

　　　　．．監査官cb協議会での演説）、C6；，一CTP．354．

　　　　鋤簾卿剛調製
　　　　（9）’　KHvajKHbie　・coKpoBvaiqa・　一　mvapoKxM　MaccaM．，

　　　　　（書物という財宝を広範な大衆に）C6．，　c蜘．

　、331．（同論文にはくソ連邦中央執行委．員三三、

　　議が課しているもの〉との．表題が付され

　　“Kpac三郎6z5hvaoTeKaPb”誌1934年No・4，

　　・面P．．5－6に所収）

　（10）　Ba？ltHblth　yqacToK・　collKallncTvaqeqK’oti　cT一，

　　po倣K．（社会主i義解設の重要な領域）．C6．t．

　　c画．．307（脚注（2）参照）．・

　（1i）　Q6seAvaHriM．．　ycz」KH　llo　yhygMeHvaio－6ta6一，

　　碑OTeK．（転回館の改善めために力を結集レよ．

　　う）C6、，　cTp．291〈‘ξH3BecTHバ紙1，934年

　　7月5日）

　（12）　IleHTpaHii13auvaH　6z6［vaoTeqHoyo　一JLena．・

、．Va3・TqeTa・pa6・Te、n・匪H叫・cBeTa、恥

　．蜘・p・ca－Ha’．cecc・・．B耶23　ce噸P耳．．

　　1920　．r．（図書館事業の中央集権化。教育人民

　　委員部政治局の活動た関する1920年9月23日

　　全国中央執行委員会議にお．ける．報告より）

　，C6；，　cTp．　157．　・

　訳注．．．　一

，．〈1．．－－，mCoBHapKoM＝CoBeT　’HapoAHLI？c　｝CpMzcca－

　POB．人民委員会議。現在では・．COBe［v　MXH耳一1

・↑P・B．　CCCP・漣騨会議がそρ機舞果．

　「し．てV・るp．

　　1918年・．タループヌキヤ1ち　三民委員会議．

．・ ﾌ校外教育璋当の三三委員とな？た。・．

＠　HapKoMnpo，c＝　HapoLHbiti　KoMlicdapvaaT　’

　npOCBe叫eH蛎．・融育木民委員部。現在彦）ソ連．

．巨 Mの鵜省，．およ敬化省鯛体と恥たも．

　の。

　　1917年11別こ，憲法にも’とつぎ，各芽和国

　にゴ教育人民委員部が設置されたql　1945年ま．．

　で，HaprCQMrrPOC．は，普通教育，学外教育部

　．業な．どを管轄した。’

　　工917年11月にHapKo即pocセこ設置された校

外教育騨・図書鰍7．ビゆ・贈ト鞭
．嘩設を指導する．ようにな？鳶・セまPめe＊・

．ζの局の図書館担当班がζれにあたっていた、

　が，’1918年半ぽに図書館事業部に発展し，．こ

　こで具体的な諸活動・（目録の発行，細書館員

　のための指導書の作成，．移動図書館の目録，．

　利用手引の作成；図書館事業に関する指令の
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　　・配布二三：）を行うようになった。

　　　ク／？　T，プスヵヤはi、1920年’HaPKOMnpocの

　　政治教育総局．（h画no胆THpo6BeT：’1「’［aBHHti

　　…卿脚P・cBe佃T…H・臨嘩T・T）の局
　　長となつ距。HaPK6MHpoc、には，・、国家学者会

　　．議（YyC：r”o．9yAapcrlBeHIIblta　．　ygeHNrk『oBeT・

　　1．919－32年）が組織さ乳，その一部会として

　　1921年に設立され嶺鮒学部侮Y・Hq冊

　’Aav・1…q脚ce伽のを指導した。

　　　なお，・クループスカヤは，第二代の亘シア

　　些和国糖嫁委員いC・rBy6・・B．・・929r37

　　年在任）の下℃，1929年以来，次長（日本で

　　いえば，：文部次．官爵相当する）をつとあた。

③0／・a・a厩・yゆ・・面・6朋・T・Kti．・

　耳卿yp・・e　11917年11月咋灘され．・933午
．・．

ﾏ・e曲・・噸・c6・P・・妖レーニン選集）に，、

　　にじあ1て目ゴ刷され噛る。・

　　　rレT＝’．ン全集』’．蜷P．297、．．、一

④B・Hapo磁性KoMvacc島P4aT　npocBellleHvaH・

　．’19斗9年2月に執筆，’1933年，1まじ1め．’（　Ep刷さ1

　　れる。＼、

　　　『．レー』γ全集』28巻’P・429－430・．’．、、

⑱Q：P・69・e　H・’P・’・Mtipoea・〈npaB〉＄ll　N・，・

　38・492‡年2肋即シー二と郡諏・1
　　．M．1〈一二γ全集』・32巻’P．、10H10』』

．⑧シ」三ソの鴎西面へ媒本的姿勢蛎．

　ttすものとして，’こ『こに1918年5月’6日の校外

　　　　　　べ
　承育第1回全身ジナ大会への祝辞としてゐ発

戸畑用脚おく・．「わ楠れは読み書きの，

　できるものを動員し文盲を退治するどいう，

　’簡単な，緊急な．問題にとわかかちなければな

　．らない。：われわμは∴われわれのもっている

　．図書を利用しなけれぽならなや・。．．また緯織的

　な図書騨の倉l！露命．し曲ればならな．

　いポこれらの図書館曝，．わが国にある一冊一・

　珊の本を人民が利腓よ舜％り御すけ「
，るであろうし，また伺系列の組織をたくきん

　づくらずに1計画に即した単昏の組織をつぐ、

　ろうしとする（ρをたすけうであろう’。‘との小さ’

．『 ﾈ問題には，、わ皆皆Q；革命の基本的な任務が1

’、反映レている。．もし革命がこ9任務を解決し

、　な碕ならぽ，また革命が，』戸シ’アあばかげた、．

　混沌と不合理さのかわりに，「ほ．んとうた計画

　に即した単一の組織をつくる道に出ないなら

　、ば，．この革命はブ匝ジョア革命にとどまるで

　．あろう’。」（『レ÷帯ン全集』29巻p．334）

＠　＜＜AeKpeT　CoBeTa　HapoLHNx　KeMmbcapoB

　・o　qeHTpa」vaBallzva　6z6［vaoTegHorO　Aiena　B

　PCOP，　oT　3　’Hof16na　1920　p．＞＞

　　1920年　11月6日〈H3BecT肥〉紙，　No．249

　に掲載。．“JleHvaH　O　6va6nvaOTeUHOM　Aeπe”．（図

　書館事業に関してのレーニン）。MOCKga，　Poc－

　lloQXTva311／aT・196Q，　cTp．139－140．に所収さ1

　れている。

　　なお，これはソビiト政権による図書館建

　設聯に関する騨ての法律である・、この法

　令によって，「あらゆる図書館が，「公益図書館

　となり，．t単一の図書館網に結びつけられるこ

　とになった6
＠’IlocTaHoBgeHvae’UIIIC’ メモn　6va6［moTeqHQM，

　Ae■e　B　Cote3e　C¢P》．との原文は，、JI．A．Cor

　aoBseBa　va　M．　JII　XethooeK．　MaTepza．u．　H，’K

　vacTopxM　6？i6nKoTegHoro　IFe［a　B　CCCP．　（19

　，17－1959　ry．．）　Yqe6．　lloco6vae　AAfl　cTy’ILeHToB　’

　6z611ptotreq，　iiH：ToB．　」leHia，Hrpal［，　1960，　cTp．・

　109－115．に所収。

　　この法令は，192Q年11月3曉令のC・B．∵

　HaPK6Mの法令につづく，二番目め包括的な

　法令であり，ソビエト国内における文化の発tt

　展と，、鉦鼓め新しい情勢に対応した図書館政’

策を打納す・控ねら・ている・図書館の．

f’ 圏｣喋現・新し面恥の購館縁（と．’

　りわけ学校図書館，およびソホーズ図書館）

　の必要性，図書館の蔵書の質・：量的改善，専

　門的図書館員の養成，図書館の物質的基盤の、

　強化など多岐にわたって記されている。

⑨第一回全顎シ、ア図書館大会：IBcepoccva・

　，tieKvati　6z6honoTegHHfi　cse3A．、1924年7月1日

　から7日にかけ，「イリd与（レー；ン）の遺’

　訓を遂行しよう」とのスローガンをかかげ

　て，開催されたσ　　、，tt　　・・　　1・、

　　この大会でクルー’プズカヤは，《B面五HO鉛q・

　gafi　pa巾Ta　B　J（epeBHe》・（r農村における図

書館活動』！、（ρ6・・CT－82一・99参照）とい

　う報告を行った。彼女はそこで，農村の図書

　館員は，．社会活動家として，農村における政．
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　、治，：文化生活の中心に位置し，図書の宣伝・

　普及活動を活発に展開しなくてはならない，

　又そのために地域の活動家を図書館に結集さ

　せなくてはならないと述べている。

　　なお，現在め．ソビヰトの文献には出て来な

　いが，この大会における報告者のr人であっ’

　た，！L．トロッキ7も報告』rレーiソ主義ど

　図書館活動』を行っ七いる6（現代思潮社，ig

　70年刊，第2期トロツキー選集16和田あき子

　訳r文化革命論』p．167←191参照），この中

　で1　トロツキーも，図書館員とりわけ農村図’

　書館員の文化啓蒙活動における役割を具体的「

　に展開している。文，教育の党による独占と

　いうことに関してこう述べている。　「わが国・

　では啓蒙活動は，国家とそり指導者；共産

　党の手中に独占されている。∴…革命の条件

　のもとでは，プロレタリア独裁の条件のもと

「では，勤労大衆教育独占から一歩でも後退す

　ることは死滅であっただろう。おれわれは，

　労働者階級と農民が自らの指導者一共産党一

　とともに，世界ソビ塔ト共和国のr部をなす

　社会主義白勺共同生活に溶け込む蕉では，教育

　活動の狸南を完全に無条件に・強めて．V・くだろ

　う。一そのとき・は明日ではないが明後日，

　あるいは明々後日にく、るだろう6」として，過．

　．渡的なものどしで党による教育独占の必然性’

ttt �qべている。　しかP・・教育独占の否定的卸

・頂，危険性として，「お役所主義旧習墨守

　主義形式主義⊥が生まれや可能【生を指摘し，

　、これを取り除くのは「教育消費者の，つまり、

　．下からの組織されたりねに生き生き≧した突、

　・き上げによって。まざにそこで図書館員め役

　割がr農村図書室』の指導者あ役割が，一般

　にPt！kの領域での下級活動寡dy　IGi割が決定的

・軸ρになってくる」ttと述べて・1図駅員ど

．、は丁ソ’ hゴト；文化体系における．寒極的な仲介

．1傷沸て価値糠子」であると幣

．＠　Bceqolo3Hoe．goBelgaHvae　llo　TeOPeT4qegKgM

　BofipocaM　6x611．vaoTeKQBeAeHzfl　M　6va6．i［zor一

　．　paePvava．（図書館学恥よび書誌学の理論的諸問

　題に関する全ソ連邦協議会）は，．1936年12

　月16日～27日にかけて開催された。クループ

　スカヤは，この《BH㎡o近HHM　YIFaBaHvafl　JIe．

，H曲a　o’6z611．vaOTeqHota　pa60Te》という報告

　を行い，．社会主義体制という新し三三黛に適

　合した内容として「大衆により近い，大衆と

　緊密に結びついた，そして大衆自身が図書館、

　事業をわが事：ξ考える」よち㌃ソ．ビエト隅書

　館を作り出す必要性を強調している。．（C6．，．

　CTP．89－109参照。ζれは，《K鵬CH煎6H6一

…T・…b》誌，．19等N・・1・幅21一30．

　にはじめて掲載さ2ztc。）

⑪《κP・b暉6・卿T・KaPb》（赤い図書館員）・

クループスカヤ皿回し，．1923年9月より発

　刊されているソ連の代表的図書館雑誌。図書

　館事業の理論，、実践の諸問題を対象として，

　ソu“エトの図書館分野セヒおける経験の普遍化

　の役割を果している。1941年までは“KpaCH並

　6va611ZOTeKaPb”ξ：称ぎれていた。大祖国戦争．

　当時は，休刊され，、戦後《BH6血HbTe鵬Pb》’（図

書館員）と改趣麺即とな朔在に至っ’
ttている。なお，これと同名の《1］Vi6［vaOTeKaPb》、

　という雑誌カミ，革命前⑱ペテルブルグ図書鯨

　学協会（1908年「1917年まで存在）から，1910

　－1915年にかけて季刊誌として発行されジ革

　言前のロシアにおける図書館学の発展の上に

　大きな役割を果したが，第一次世界大戦に入ttt

　り，経済的困窮から休刊を余儀なくされた。、、

　　なお，1ソビエトの図書館事業，および図書

　館学に関する雑誌，紀琴の主要塗ものとして，一

．《COBeTCKafl　6ti6kzor’paabvafl》　（ソビエト書誌

　　学〉・、生ソ連邦書籍院機関誌q1933年創刊。・

《C・P・TgKoe．6晦6・9・・B9岬・・》（シビ・・’　・’

　　図書館学）61952年に《Bva6nnoTei血　CCCP。』

　　OnHT．pa60宙》、として創刊され，’1967年e”「

　　価伽一CCCP》とし敏題後・、・973

　　年に，今の形に改題された6

　＜＜Bva6［vaoTeKoBe」LeHvae　・va　6M6［vaoppachvafi　Ba

　　py6e」ftOM》（外国の図書館学1書誌学），上’

　　記t誌は，国掌レーhン名称図書館から発

　　行されている。

　《HayqHbie　Va　TexH四eC曲嘔6H6珈TeKH

　　CCCP》（ソ連邦の科学，技術図書館）一ソ連

　　邦国立公共科学技術図書館，ig61』69年ま・

　　では、《TρxH凶ecKHe　6va611i！ioTercva　CCCP》

　　、であった。，

　等がある。・
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　⑫《三四qa緬aa．面6興OTeKa　Mvapa》（匿界に

　　冠たる図書館），C6．　CTP．420－421．この論文

　　．は・1939年・1E14　eの《K・Mc・M・脱Kaa　Hpa－

　　IBAa》紙に掲載された。

　⑬原文に嫉KOMII［eKCHHfi　x＆pakTep．（総合

　　砂毛箪）とあるが，ここでは教育学の概念EO－

　　MntieKC（総合的方法），　KOM撤eKCHH量MeTOE

　　o6YqeHvafl　’（総合教育法）：課目教授法の対概i　’

　　念かち禰合糖法的額と訳晦。＿＿
　⑭’rl［oπMTexHvagecKoe　06pa30BaHvae．（総合技術

　　教育），総合技術教育とは，人間の全面的な発

　　達を目的とし℃・教育と生産労働とを結合さ・

　　せうものであり，．すべでの1琴な生産蔀門に

　　つい℃の知識を，．理論と実践の上でさずける

　　ものである。この理念は，’レー4ンによってtt

　　提唱され，．ソ連の学校教育に導入されるよう』

　・』「になつ．k。亡れは，ユg19年の党綱領に取り入．

　　れられて，1康楽の教育の任務として「義務的

　　な普通面訴，並びに総合技術教育を実施する

　　ζと。幼育と社会的・生産的労働の緊密な結

　　；・合を実現すること」とされた。クループスヵ

　　ヤは，、総合技術教育の理論化につとめた。彼

　　女は，’ブルジョアジ＝eま，学校を階級支配の

　　手段と考えるが，プロレタリアートは，階級．

　　支配を終らせる能力と全面的に発展した人格

　　をそなえた人間を教育する手段とみる，との

　　・認識に立って，総合技術教育をブルジョア社

　．』！会における職業教育とは異なる一般教育の本』．

　　質的部分ζしで理論的に直裁づけた。

b’ @・’@・その後，1ζの理論と実践との結合による学

　　習の発展という課題は1ある時は狭い職業教．

　　育化・技能教育化に陥るなどの問題をばらみ、

　　ながらもt’現在に至るまで，その実現の試み「

　　がなされている。㌦

　　　・『クループスカヤ入門』ソピ：土ト教育学研究

　、1会編，朋治図書’p．12－26参照tttt

　⑮・CqMOt　6pa30BaHze：・自己教育

　　　caM（ひとりで，自分自身で）と06pa・一’

　　細・z・（教育，陶冶；．教養などの意）よ賊

　　る。．’学校外で，又は，’教師の援助なくして；．

　　自主的に知識を修得すること，つまり，個人

　　あるいは集註によ、る教育活動ということを意

　　得する。グルrプスカヤも含めて，ロシア・ソ

　　ビエトの文化啓蒙活動家たちは，自芭学習ξ

　いうものの，政治，㌃教育，文化啓蒙活動にお’

　ける重要な役割を強調した。それは当時の勤

　労大衆が，学校教育の枠外に置かれていたこ

　．と，および社会体制の変化にともなって，新，

　しい世界観を従来の学校教育とは別の所に求

　めていかなくてはならなかったという時代的

』条件とも無縁でない。

　　クル藁プスカヤは1国民教育事業への住民

　参加の意義を，これが国家による教育の統制

　への根本的批判，国家統制に取bて替るべき、

　新しい統制形態であるとして重視して小たと

　いえようが∫．ζう考えていた彼女において，自

　己教育とは，「単なる「自学・自習」1という意

　味以上の，勤労大衆自身が，「新しい教育を獲

　得してゆくという下からの運動，という概念

　としてあったといえる。、

⑯H36a－qMalsHfl（農村図書室）

　　農村図書室と訳1されてい為が，，図書室とい．

　う範囲にとどまらないソ連邦における農村の

　文化教育施設の一つである。これはソビエト

　政権の初期に生れた。農村図書室の内容と方

　向性は，1924年9月18日の引回中央執行委

　員会と，ロ営ア共和国人民委員今議の指令に

’よって定められ，次いで全ソ連邦共産党中央

委員会⑱・929年・・月の決議《06噸r・・蜘

1碑x》二村図書室に？いて）、によ’って定め

　、らPtfo。20～30年忌にかけて，これは農村に’

　おける政治教育，’文化・啓蒙事業の中心とな

　つた。農村図書室には，諸クラブがあり，講

”N会，、討論会，．』コンサート；劇の上演，等々

1の活動も行われている。「1

　　これは，農村から文盲を一掃し，彼らを文

・化，知識へ接近させる上で，又，農村¢集団

　化の実施においても，ソビエトや党機関を援

鋤するなどの役割を果した。

　　現在，農村クラブや，文化会館の撞頭にと

　もなって，農村図書室の数は減少しつ？ある。

　1948年に，．農村図書室はソ連邦に4万以上存

　在したが，，1970年には

　　　　　農村図書室約5，700　　「　　　　｛讐1灘階一
　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　’　となってし．・るd・

＠　Me｝itAy6M6nnoTeqH’biti’　．　a60HeMeHT：　MBA

．（図書館問相互貸借制度。MBA活動め具体的．
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　内容・実情に関しては，“CoBeTCKoe　6z611vao，

　TeKgBe加HHe”（ソビエト図書館学誌）1974年

　No．4，　cTp．53－6ユ．の《MBA　B』：a［vBvaticKoth

　cqp》（ラト，ビア共和困における図書館無相

　互貸借制度）に掩い・・そこでは，図舗網

　の中央集樹ヒとは，現在qところ，．図書館サ

　一『スの単一シスデムを実現するための「形

　態とみなされそいる。弱小図書館を，より大

　規樺な図書館に統面してゆくことが，図書館

　g）中央集権化の一方法≧㌣て行われるが，そ

　の際生じる読者へのサービスの低下は，この

　MBAによって，．補完，むしろ強化してゆく

　ヒとρミ行われているという。

．⑱　KOyiHT－noxoAニKYabTypH51ta　lloxoA（文盲、

　清算運動），ロシア革命後のソ連邦における文

　化革命の最も重要な要素は，文盲を撲滅する

　運動であった。1919年12月26日，人民委員会・

　議は，文盲の清算に関するレLニソの署名入

　りの法令を出した。ソビエト赦府は，全ロシ

　ア文盲清算特別委員会を設置し，県，郡，郷

　等に地力特別委員会を作っ牟。・1923年交二二

　算協会が設立され・またe．1929年5月，全ソ

連邦共産党中央委員会lg「文盲の清算セこつい

　て」という決定をした。1930年leは，1，000万

　人以上の文盲者が教育を受ける等，着実な成

　果をあげ，1936年頃，事実上，ソ連邦では文

　盲が解消した。．、　「’．　　　　　　　’）

．⑲BH6五HqTe噸曲mxo江．（図書館闘争）

　　1929～30年にかけて・ーソビエトの揖論の関一

　心をジ図書館事業の発展，強化，質的向上等

　に向けることを目的として，当時遂行中であ

　つた第一次国民経済発展五ケ年計画（ig28年’

　「iV1933年）に呼臨して展開された大衆運動で

1輝説繊．コンソモr・レ（鳥距蛾青年
　伺翠），．労働組禽　その他種々の社会団体，、

　・知識人が，これに参加した。

’⑳．Bceco叩亘噸．EoHKypc　Ha　llYq皿yro　cenbc’K一　．

　yro　6H6朋OTeKy．（より優れた農1村図書館をめ’

　ざす全ソ的競争）

　　’図書鞭争（6・6一・・H・恥・x・・）「と向

　様，広範な世論の参加にまり，農民に図書を

　供給するという文化革命の主要な課題を推進

　し，農村の図書館を強化する上で，大きな成

　果をあげた。

⑳Opg＞eOBO－3yeBO（アレホーヴォ，・ズゥiヴ

　ォ）、

　　ロシア共和国モスクワ州のOpexOB　3yeBO－

　CEH且早り中心都市で，紡績業が古くから発

　達していることで有名な人口約12万5千（19

　74年）の市である。

　　この市において，1929年～30年にかけて試’

　みられた単一図書館網の組織化については，

　“Bx6nvaoTeKx　CCCP”1968年，　Bbifi．38，　cTp．

80－93の《Ily…．．q・H・pa［…ait・・z　．　ceTm　M・一

ccoBNx　6x’6140TeK　B　coBpeMqHHblx．　ycllo一．

　Bvaflx》（現状における大衆図書館網の中央集

』権化の進路）P．3．30TPBa著に詳しい。・

　　「この市で，単一網が創られようとしたこ

　とは・「図書館史において新しい現象として評

’価される。かって諸外国においても，種々様

　々な官庁1．組織の枠を越えて，図書館を単一、

　組織に統合，改組するということ，即ち，支

　部システムを作り出すことは，公共図書館間

　にしかみられなかった。．しかし，この市にお

’いては，様々な機関，’組織が，単一網を作り

　出すことに協力したのである。」、（CTP．　81）

　これは，・種々の図書館をi、中央図書館の支部

　として位置づけ，市の単一網を作り出し∴支

　部図書館間で図書を循環させることによっ

　て，読者の要求た応える。又，図書館間相互

　貸借制度を活用する。’市の中央図書館が，図．

　書館網の行政的・財政的な指導・統制を行い，

　単一の参考調査業務機関および総合目録の編

　纂を行う，等を原則として行なわれたσしか

　しこの試みは1財政的基盤が異なる種々の官

　庁の統合の困難という制約により，完全な改

　編に嫉成功しなかった。1929年においては，

．図書鱒瓢翠低畷障あった・と・
　お．よび，中央図書館に図書館網の活動を指導

1する力が不充分であったことも，’その失敗の．

　原因とされている。・、

　　この狩り試みとして，1同論文には，次のよ

　うに書かれている。’

　　「20～30年代のわ瀬で嶋市（7レホー、グ

　ォ・ズゥエヴォ等）における図書館網の中央

　集権化と並んで，農村における，区の単一網の

実現が試みられ牟・餓鶴レニングラード

　州では，区における全農村図書館の統合，農村
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OU書館を区鴎卿蜘図書φ飾弓轍’
肇燭こと湘指湿た・．i？，めsS勺ぽ・）図

’書三三の薦書淫；目 Pi蔵書ぺ統合ずる1回忌中1

央図書館の回書rp　li出地点として学一の支部

網を設立すQ’9，と・『）挙÷の羽書目録から・．

単一目録体系を創り出す，d）．区図書館がヂこ．．

．の図書館網の中心1としズ．－斉支部に軍書を保1

翫朗朗三脚や∵．
　・な率1．．こρ論卒にはlig6β凹めある市に三三

脳成功例．こ．0三口め四国降シポジ．．

弘q966年プ恥），．そ¢他諸外国・およ跳

．γ導㊧回書餌の集中的体制作りの具体！列炉述、

．べら払問題点．も指摘されてし1るびζう，しだ．．

制度嗜牢らて・三図模な：図書館を陣沸『作り’

串さなく獄噺から；．木・詰め低し・ソビ

哲去諜三冠麗ご照照聯

　参考三三

』1f・畑・・．購・ρ伽IT・開脚・・
’／c60b’HpK．，’・’MQcepai’　，1”oc．／B－ic，4．．／，　va￥．　B．．va．．

　1　JleHvaHai　1957．　’　．

．2・．準6pa・・B・・，K・賦繭甲・画ゆ6朋・T・qH・r・

．即3C¢C藍鼠脚班6・・e飾鵡
．恥耳・勘r．．1970～‘

3L 　gY6a’垂唐?撃g，　e．．C．　；　．06．mee’　6id6」ttaoTetcoBe一

　AeHvag．・　va3AaHvae　BTopoe．”　MeeKBa，　’1－KHvarai

，・ P968．’

4・’@Kpyg・蜘H・K・q・嘔6・・匿．4；・B・卿．

．∬細・6・6即T晦・M・嘔r・c・恥・・．

　vaM．．B．H．　J正e舳Ha，1955．

16・j　JlgHnH◎．．6蜘9T・・H・藍岬e・蜘隅

　晦B・耳・珈螂・且．・・聯・yp・・．．1960・．

’7・K三二H⑯ヅ。・aM，・・脚・珊・．・6・一1

．P晦・M・晦・「・c・B・・三三・B・．va・．

　”eHvaHa：　1960．

8’「クループスカヤ選集」1～7巻@　　　　　　　　　別巻）明治図君、

』9．’ uレー二．ソ全集」・大月書店　　’　　．．・

　　　　．’26ig　P：，339．

　　　　　．28巻　P．．484－485

　　　　　29巻．Pl．334・、．

　　　　　32巻．p．125－135．．』

』10i．「文化革命論」第2期トロツキー選集16・．和．

　田南き子駅　珍70　三代三三社
11．，　f‘Bva6fivaoTelcva”　CC，CP．”　’19’　68．　，T．i　BH’n　・　38，

　・Tマ・8・・93・3・三隅P・3・《耳y脚・it・P＆一

　1・」［va3allzti　ceTva　MaclcoBblx　6va6avaoTeK’一B’CoB一　’

　peMeHHblx’　ycloBvaflX＞＞　・’

〔ながしま．・． ﾈなほ　収面部外国図書課〕1

覧

“一一・　16　一




